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真
西
山
の
思
想
に
つ
い
て

真
　
鍋
　
正
　
昭

は
じ
め
に

．
李
二
曲
は
『
四
書
反
身
録
』
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
大
学
は
孔
門
授
受
の
教
典
、
全
体
寺
用
の
成
規
な
り
。
両
程
表
憂
し
、
朱
子
聞
歯
し
、
真
文
忠
公
之
を
前
に
歯
し
、
丘
文
墨
公
之
を

　
後
に
補
ふ
。
其
の
全
体
大
用
の
実
に
於
て
発
明
し
て
余
蕪
無
し
。
」
（
巻
一
）

　
宋
初
に
芽
生
え
た
全
体
大
用
の
考
え
方
は
朱
子
に
至
っ
で
完
成
さ
れ
、
そ
の
後
こ
の
思
想
に
よ
っ
て
様
々
の
業
績
が
生
み
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
朱
子
は
、
先
ず
『
大
学
』
を
読
ん
で
規
模
を
定
め
る
、
と
言
っ
た
が
、
実
に
『
大
学
』
こ
そ
全
体
大
業
に
堪
え
得
る
規
模
を
持

っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
幽
霊
に
初
め
て
「
我
が
心
の
全
体
器
用
、
明
ら
か
な
ら
ざ
る
無
し
」
と
の
宣
言
が
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
真

西
山
（
＝
七
八
－
一
二
三
五
）
も
『
大
学
』
を
基
に
し
て
全
体
大
品
思
想
を
展
開
し
た
。
『
大
学
術
義
』
で
あ
る
G
。
　
彼
は
『
大
学
』
を

君
主
の
学
問
・
政
治
の
書
と
し
て
敷
術
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
「
治
を
願
ふ
の
君
、
佳
し
其
の
書
（
大
学
）
を
取
り
、
玩
び
て
之
を
繹
ぬ
れ
ば
、
則
ち
凡
そ
帝
王
治
を
為
す
の
序
、
学
を
為
す
の
本
、
胸

　
次
に
洞
然
た
り
。
臣
不
俵
、
窃
か
に
是
の
書
を
羽
翼
す
る
所
以
の
者
を
思
ふ
。
」
（
大
学
術
義
心
）

　
と
こ
ろ
が
『
大
学
術
義
』
で
は
所
謂
八
条
目
の
う
ち
治
国
・
平
天
下
が
欠
け
て
い
て
、
斉
家
ま
で
し
か
著
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
西

山
は
「
（
格
物
致
知
・
誠
意
正
心
・
修
身
・
斉
家
の
）
四
季
の
道
得
れ
ば
、
則
ち
治
国
・
平
天
下
は
其
の
中
に
在
り
」
（
同
）
、
「
夫
れ
自
己
に

安
人
の
効
有
り
、
明
徳
に
新
民
の
功
有
り
」
（
西
山
先
生
真
文
忠
士
文
集
三
二
、
問
大
学
君
徳
治
敷
、
以
下
、
西
山
文
集
と
略
称
）
と
述
べ
、
全
体

が
立
て
ば
大
竃
は
そ
こ
に
自
ら
実
現
さ
れ
る
と
し
て
い
る
佗
。
後
に
．
明
の
丘
富
山
は
『
大
学
術
義
母
』
を
著
し
、
『
大
学
術
義
』
の
後
を
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受
け
て
治
国
・
平
天
下
を
説
い
た
が
、
両
書
は
「
前
書
（
術
義
）
は
理
を
主
と
し
て
身
家
の
外
に
出
で
ず
。
故
に
其
の
術
ず
る
所
の
義
、
大

に
し
て
簡
な
り
。
臣
の
此
の
書
（
術
義
補
）
は
事
を
主
と
し
て
以
て
天
下
の
大
を
包
む
こ
と
有
り
。
故
に
術
ず
る
所
の
義
、
細
に
し
て
詳
な

り
。
其
の
簡
、
其
の
詳
、
各
々
惟
だ
其
れ
宜
し
。
若
し
信
書
を
合
は
せ
て
之
を
言
は
ば
、
前
書
は
其
の
体
、
此
の
書
は
其
の
用
な
り
」
（
大

学
彷
義
補
を
進
呈
す
る
題
、
周
洪
護
）
と
考
え
ら
れ
た
。
但
し
西
山
は
「
其
の
所
謂
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
は
体
な
り
。
其
の

所
謂
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
は
用
な
り
。
人
主
の
学
必
ず
此
を
以
て
拠
依
と
為
し
、
然
る
後
体
用
の
全
以
て
黙
識
す
べ
し
」
（
西
山
文
集
一
三
、

召
勝
山
書
内
層
孟
子
四
）
と
も
述
べ
て
い
て
、
『
大
学
街
義
』
も
濫
用
に
及
ん
で
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
大
貝
は

斉
家
に
止
ま
る
も
の
で
な
く
む
し
ろ
治
国
・
平
天
下
に
こ
そ
あ
る
の
だ
か
ら
、
彼
は
体
に
重
き
を
置
き
、
そ
こ
に
用
を
期
待
し
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
侮
。
で
は
全
体
大
用
の
思
想
家
と
し
て
体
に
重
き
を
置
い
た
西
山
の
特
徴
を
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
西
山
は
窟
元
善
の
門
人
で
あ
っ
て
朱
子
の
流
伝
に
あ
た
る
。
そ
し
て
朱
子
の
体
用
思
想
が
元
善
を
通
し
て
西
山
に
も
受
け
継
が
れ
る
こ

と
に
な
る
但
。
彼
の
体
用
論
を
聞
い
て
み
る
と
、
全
体
と
は
「
性
の
本
体
渾
然
全
備
、
仁
義
礼
智
信
是
れ
な
り
」
、
世
用
と
は
「
性
の
発

画
し
出
で
来
た
る
者
、
側
帯
董
悪
辞
遜
是
非
是
れ
な
り
」
（
西
山
文
集
三
〇
、
問
全
体
・
問
大
県
）
。
ま
た
、
「
大
抵
理
と
事
と
元
よ
り
二
物

に
非
ず
。
異
端
は
理
を
言
ひ
て
事
に
及
ば
ず
、
其
の
弊
用
無
し
と
為
る
。
俗
吏
は
事
を
言
ひ
て
理
に
及
ば
ず
、
其
の
二
本
無
し
と
為
る
。

惟
だ
聖
賢
の
学
の
み
則
ち
理
を
以
て
事
の
本
と
為
し
、
事
を
理
の
用
と
為
し
、
二
者
相
須
ち
て
本
よ
り
二
致
無
し
。
此
れ
弊
無
し
と
為
す

所
以
な
り
。
」
（
西
山
文
集
一
八
、
経
錘
講
義
）
更
に
、
儒
者
の
学
に
は
性
命
道
徳
の
学
と
古
今
世
変
の
学
と
二
つ
あ
る
が
、
両
者
は
一
致
す
る
。

天
命
の
性
や
仁
義
は
理
で
あ
り
、
王
季
世
王
の
述
作
か
ら
武
王
周
公
の
達
孝
に
及
ぶ
ま
で
、
ま
だ
井
田
学
校
の
政
と
三
王
五
覇
の
功
罪
と

は
用
で
あ
る
。
理
を
言
っ
て
用
に
及
ば
な
い
の
も
、
用
を
言
っ
て
理
に
及
ば
な
い
の
も
道
の
大
全
と
は
為
し
得
な
い
。
経
を
本
と
し
て
史

を
参
じ
、
理
を
明
ら
か
に
し
て
こ
れ
を
用
に
達
す
る
の
が
善
学
者
で
あ
る
（
西
山
文
集
二
八
、
周
覧
浦
晋
雷
序
）
、
と
も
言
う
。
彼
の
儒
学
者

と
し
て
の
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
伊
川
よ
り
朱
子
へ
と
伝
わ
る
雲
低
理
学
で
は
土
気
の
厳
然
た
る
峻
別
を
一
つ
の
柱
と
し
た
。
斗
星

相
即
と
は
い
う
も
の
の
、
「
気
強
く
し
て
理
弱
し
」
（
朱
子
語
類
四
）
と
嘆
じ
た
朱
子
は
、
理
と
気
を
葛
藤
す
る
も
の
と
し
て
考
え
る
傾
向
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が
強
か
っ
た
。
と
も
す
れ
ば
気
に
圧
到
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
理
の
顕
彰
と
い
う
目
的
が
、
朱
子
の
功
夫
を
貫
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
理
と
は
何
よ
り
世
界
を
形
づ
く
る
べ
き
天
理
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
西
山
は
朱
子
に
比
べ
体
用
、
理
気
を
よ
り
相
即
的
に
見
る
傾
向

が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

　
「
煕
然
と
し
て
春
物
、
其
の
主
を
得
ざ
る
者
無
く
、
凛
然
と
し
て
秋
物
、
其
の
成
を
遂
げ
ざ
る
者
無
し
。
是
れ
果
た
し
て
敦
か
之
を
為

　
す
や
。
日
く
陰
と
陽
と
の
み
。
人
、
天
道
の
妙
の
是
の
如
き
を
知
り
て
、
吾
の
仁
義
と
謂
ふ
所
以
の
者
即
ち
天
の
陰
陽
な
る
を
知
ら
ぎ

　
る
な
り
。
」
（
西
山
文
集
二
八
、
送
陳
端
父
宰
武
義
序
）

　
彼
は
回
気
の
相
即
調
和
の
面
に
目
を
つ
け
て
い
っ
た
。

　
「
理
は
内
よ
り
出
で
て
事
に
周
く
、
事
は
外
よ
り
来
た
り
て
理
に
応
ず
。
理
は
即
ち
事
な
り
。
事
は
即
ち
理
な
り
。
」
（
読
書
記
二
）

　
そ
こ
で
西
山
は
理
を
説
く
よ
り
む
し
ろ
中
や
義
を
説
く
こ
と
が
多
い
。

　
「
按
ず
る
に
尭
舜
下
湯
数
奇
相
伝
ふ
る
は
惟
だ
一
の
中
の
道
の
み
。
中
と
は
何
ぞ
や
。
其
の
命
、
天
地
よ
り
出
で
て
、
民
之
を
受
け
て

　
以
て
生
ず
る
者
な
り
。
其
の
理
、
事
事
物
物
の
間
に
散
じ
て
、
当
然
一
定
の
則
有
ら
ざ
る
届
く
、
過
ぐ
べ
か
ら
ず
、
及
ば
ざ
る
べ
か
ら

　
ず
。
是
れ
所
謂
中
な
り
。
…
…
其
の
体
は
則
ち
天
理
の
正
を
極
む
。
徹
れ
大
中
と
名
づ
く
。
其
の
用
は
則
ち
時
措
の
宜
し
き
を
酌
す
。

　
是
れ
時
中
と
名
づ
く
。
」
（
大
学
彷
義
＝
）

　
申
と
は
理
の
姿
を
形
容
し
た
も
の
で
あ
る
が
伍
、
理
よ
り
も
幅
を
持
っ
て
い
る
。
朱
子
の
説
く
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
て
い
る

定
理
と
い
う
意
味
あ
い
を
強
く
持
つ
の
に
対
し
、
中
は
世
界
を
造
る
基
盤
と
な
る
と
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
力

を
持
つ
。
朱
子
は
言
う
、
「
中
は
定
体
無
く
、
時
に
随
ひ
て
在
り
。
干
れ
乃
ち
平
常
の
理
な
り
」
（
世
帯
章
句
注
、
読
書
記
一
六
に
引
用
）
と
。

大
塔
護
で
は
道
心
と
中
と
を
直
結
し
て
説
い
て
い
る
。
朱
子
は
、
道
心
が
主
と
な
れ
ば
「
動
静
云
為
自
ら
過
不
及
の
差
無
し
」
（
中
庸
章
句
序
）

と
言
い
、
西
山
も
こ
れ
を
受
け
て
、
「
論
義
常
に
存
し
て
物
欲
退
聴
す
。
之
を
以
て
万
言
に
酬
酌
す
れ
ば
、
往
く
と
し
て
中
に
非
ざ
る
無

し
」
（
大
学
彷
義
二
）
と
言
う
。
中
は
心
の
功
夫
に
即
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
西
山
は
朱
子
の
中
の
説
を
受
け
る
。
即
ち
「
不
偏
湯
筒
、

過
不
及
無
し
」
で
あ
り
、
「
其
の
未
発
に
方
り
て
は
、
未
だ
過
不
及
無
き
の
名
づ
く
べ
き
有
ら
ず
と
錐
も
、
蹴
れ
ど
も
過
不
及
無
き
の
本

体
と
為
る
所
以
は
実
に
是
に
在
り
。
其
の
発
し
て
中
を
得
る
に
及
ぶ
や
、
其
の
主
る
所
、
一
事
に
偏
ら
ざ
る
こ
と
能
は
ず
と
錐
も
、
然
れ
ど

も
其
の
過
不
及
無
き
所
以
の
者
は
、
是
れ
乃
ち
偏
碕
無
き
者
の
為
す
所
に
し
て
、
一
事
の
中
に
於
て
も
亦
た
未
だ
嘗
て
偏
嘉
す
ち
所
有
ら
ず
」
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（
中
庸
或
問
、
読
書
記
一
六
に
引
用
）
で
あ
る
。
中
は
実
に
全
体
大
沼
の
構
造
に
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

　
「
天
道
の
自
然
、
人
道
の
当
然
、
過
ぐ
べ
か
ず
及
ば
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
即
ち
中
な
り
。
」
（
読
書
記
＝
ハ
）

　
「
（
中
は
）
天
地
自
然
の
理
に
し
て
、
人
之
を
得
て
以
て
生
ず
る
者
な
り
。
叢
れ
所
謂
天
命
の
性
な
り
。
」
（
大
学
術
義
五
）

　
中
と
は
あ
く
ま
で
も
自
然
当
然
な
も
の
で
あ
り
、
人
間
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
⑯
。

　
又
西
山
は
、
「
中
庸
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
権
に
如
く
は
無
し
。
権
は
須
ら
く
群
れ
時
に
し
て
中
と
為
す
べ
し
。
…
…
権
の
言
為
る
秤
鍾

の
義
な
り
。
何
物
か
権
と
為
す
。
義
な
り
」
と
い
う
伊
川
の
語
を
至
れ
り
と
し
、
易
の
道
は
時
義
を
以
て
主
と
為
す
、
と
言
う
（
大
学
彷

義
＝
）
。
　
義
も
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
義
と
利
は
常
に
対
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
義
と
は
天
理
の
公
な
り
、
利
と
．
は
人

欲
の
私
な
り
。
二
者
氷
炭
の
相
反
す
る
が
如
し
。
然
れ
ど
も
義
に
一
な
れ
ば
則
ち
春
鳥
ら
其
の
中
に
在
り
。
蓋
し
義
と
は
宜
な
り
。
利
も

亦
た
宜
な
り
。
萄
も
義
を
以
て
心
と
為
さ
ば
則
ち
事
宜
し
か
ら
ぎ
る
無
し
」
（
西
山
文
集
三
〇
、
問
治
国
平
天
下
章
）
と
な
る
。
伊
川
の
「
義

の
安
ん
ず
る
処
、
便
ち
利
を
為
す
」
（
二
割
全
書
一
七
）
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
臼
、
義
利
は
理
気
世
界
の
調
和
か
ら
み
れ
ば
結
局

一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
と
い
い
義
と
い
い
、
儒
学
の
理
念
で
あ
る
経
世
済
民
に
お
い
て
現
実
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
、

　
「
伊
川
先
生
云
う
、
利
は
独
り
財
利
の
利
の
み
な
ら
ず
。
凡
そ
一
毫
も
自
県
の
心
有
れ
ば
即
ち
溜
れ
利
、
と
。
此
の
馬
草
も
心
術
，
の
微

　
に
補
ひ
有
り
。
南
軒
先
生
意
謂
ふ
、
為
に
す
る
所
無
く
し
て
為
す
は
皆
義
な
り
。
為
に
す
る
所
有
り
て
為
す
は
即
ち
利
な
り
⑱
、
と
。
、

　
其
の
言
愈
々
精
に
し
て
且
つ
微
な
り
。
学
者
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
な
り
。
」
（
西
山
文
集
三
〇
、
問
治
国
平
天
下
章
）

　
こ
う
し
て
い
よ
い
よ
心
の
功
夫
に
集
約
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
中
や
義
へ
の
注
目
は
西
山
の
心
を
重
ん
じ
る
傾
向
を
表
わ

し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
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さ
て
西
山
の
こ
の
傾
向
は
、
先
の
理
気
の
調
和
の
考
え
方
か
ら
も
導
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
西
山
は
性
よ
り
心
を
説
く
こ
と
が

多
い
。
心
経
で
は
既
に
「
大
賢
護
」
の
出
置
禺
の
授
受
を
心
学
と
表
現
し
て
さ
え
い
る
ω
。
西
山
に
は
心
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。



　
「
性
情
の
徳
具
は
る
と
錐
も
、
盛
れ
ど
も
発
揮
運
用
は
則
ち
此
の
心
に
在
る
の
み
。
蓋
し
寂
感
を
該
ね
、
動
静
を
貫
く
者
は
心
な
り
。

　
心
誤
の
正
し
き
を
得
て
、
然
る
後
性
の
本
然
な
る
者
全
く
、
情
の
発
す
る
も
亦
た
節
に
中
る
。
故
に
日
く
、
心
は
性
情
の
徳
に
妙
な

　
り
、
と
。
」
（
読
書
記
二
）

　
決
し
て
性
情
を
区
別
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
心
は
性
情
を
結
ぶ
、
と
い
う
と
き
の
心
の
は
た
ら
き
が
重
視
さ
れ
る
。
性
と
情
と
の
乖

離
こ
そ
朱
子
の
功
夫
の
出
発
点
で
あ
っ
た
が
、
西
山
は
理
気
と
同
じ
く
性
情
の
調
和
を
信
じ
る
傾
向
が
強
い
。

　
「
凡
そ
天
下
に
有
る
所
の
理
、
一
性
の
申
に
具
は
ら
ざ
る
虚
し
。
…
…
情
と
は
性
の
動
な
り
。
…
…
未
だ
漏
せ
ぎ
れ
ば
則
ち
理
は
性
に

　
具
は
り
、
既
に
発
す
れ
ば
則
ち
理
は
情
に
著
る
。
」
（
読
書
記
二
）

　
発
動
時
に
お
い
て
情
と
理
が
一
致
す
る
心
と
は
道
心
で
あ
る
。
『
心
経
』
の
賛
に
言
う
、

　
「
干
れ
此
の
道
心
、
万
善
の
主
な
り
。
天
の
我
に
与
ふ
る
、
此
れ
其
の
大
な
る
者
な
り
。
之
を
方
寸
に
荒
む
、
太
極
躬
に
在
り
。
之
を

　
万
事
に
散
ず
、
其
の
用
窮
ま
ら
ず
。
」
（
心
経
）

　
道
心
こ
そ
実
践
主
体
の
根
本
で
あ
る
。
『
大
学
情
義
』
の
帝
王
為
学
の
本
及
び
『
心
経
』
は
「
大
愚
護
」
の
十
六
文
字
に
よ
っ
て
始
ま

る
が
、
道
心
人
心
に
つ
い
て
西
山
は
朱
子
の
説
が
最
も
精
確
で
あ
る
と
す
る
。
即
ち
形
気
の
私
に
生
ず
る
か
性
命
の
正
に
原
つ
く
か
で
両

者
を
区
別
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
形
気
の
私
と
は
声
色
臭
味
の
欲
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
気
よ
り
発
す
る
。
性
命
の
正
と
は
仁
義
礼
智
の
理

で
あ
っ
て
、
す
べ
て
性
に
根
ざ
し
て
い
る
（
大
学
宿
義
二
）
。
更
に
西
山
は
言
う
、
喜
怒
哀
楽
の
理
は
性
に
根
ざ
し
て
い
る
。
だ
か
ら
気
か

ら
言
え
ば
人
心
と
言
え
る
し
、
理
か
ら
言
え
ば
道
心
と
も
言
え
る
。
人
言
の
欲
の
字
も
単
に
欲
と
だ
け
言
え
ば
ま
だ
豊
呈
思
に
分
か
れ
な
い
。

七
情
も
同
様
。
善
を
欲
し
仁
を
欲
す
れ
ば
す
べ
て
善
で
あ
る
。
耳
目
出
鼻
の
欲
も
た
だ
形
気
の
私
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
悪
と

は
言
え
な
い
。
天
理
と
人
欲
と
対
比
さ
せ
て
言
え
ば
、
善
悪
が
き
っ
ぱ
り
と
区
別
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
朱
子
の
「
血
気
之
私
」
の
四
字

は
的
を
得
て
過
不
及
が
な
い
。
私
と
は
公
の
反
対
で
あ
る
か
ら
悪
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
言
う
者
が
い
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
雨
気

の
私
と
は
飢
え
て
食
ら
い
、
渇
い
て
飲
む
よ
う
な
も
の
で
、
す
べ
て
自
分
の
肉
体
の
血
気
が
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
私
と
言
わ
ぎ

る
を
得
な
い
。
私
と
は
私
親
私
思
と
言
っ
た
た
ぐ
い
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
欲
は
何
人
た
り
と
も
持
っ
て
い
る
も
の
で
、
私
と
言
え
ば

よ
い
が
悪
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
私
で
公
を
滅
す
れ
ば
悪
と
な
る
だ
け
で
あ
る
（
読
書
記
、
七
）
。
こ
う
考
え
た
⑳
。
も
と
も
と
一
心
な
の

で
あ
っ
て
道
心
人
心
の
二
つ
の
心
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
侮
。
『
大
学
山
回
』
で
天
理
人
倫
の
正
し
さ
や
逸
欲
を
戒
め
る
こ
と
を
強
調
す
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る
西
山
の
態
度
と
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
一
心
に
厳
し
い
倫
理
規
範
を
求
め
る
と
こ
ろ
に
、
朱
子
を
受
け
た
西
山
の
心
の
功
夫
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
人
心
道
心
は
己
発
時
に
お
け
る
謹
し
み
如
何
に
よ
っ
て
そ
の
安
危
が
決
す
る
。
即
ち
敬
で
あ
る
。

　
朱
子
の
功
夫
論
で
は
居
敬
と
窮
理
と
が
相
子
っ
て
人
間
の
完
成
を
目
指
す
。
構
造
と
し
て
は
敬
が
動
静
を
貫
き
、
窮
理
の
基
盤
と
も
な

る
わ
け
だ
が
、
彼
が
自
ら
の
学
問
と
異
学
と
の
相
違
点
と
し
て
力
説
し
た
と
こ
ろ
は
窮
理
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
『
大
学
或
問
』
で
は
、
独

り
格
物
を
窮
理
と
釈
し
た
爪
子
の
説
を
採
り
、
他
の
先
儒
の
説
を
尽
く
退
け
て
延
々
と
格
物
致
知
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
考
え
た
人

心
の
本
性
は
「
渾
然
た
る
全
体
の
中
に
し
て
藥
然
と
し
て
条
あ
る
」
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
衆
理
を
具
え
た
人
心
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
は
逐
一
の
事
理
の
窮
明
が
不
可
欠
の
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
西
山
は
朱
子
の
功
夫
論
、
居
敬
窮
理
を
継
承
す
る
。

　
「
存
心
窮
理
の
二
者
当
に
表
裏
功
を
用
ふ
べ
し
。
蓋
し
窮
理
を
知
り
て
毒
心
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
思
量
紛
擾
し
、
物
欲
交
々
攻
め
て
、

　
此
の
心
既
に
重
く
且
つ
駆
る
。
如
何
ぞ
義
理
を
窮
め
得
ん
。
但
清
心
を
知
り
て
窮
理
に
務
め
ざ
れ
ば
、
能
く
執
持
点
溶
す
と
錐
も
、

　
亦
た
禅
家
の
空
寂
の
如
き
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
故
に
必
ず
二
者
交
、
進
め
ば
、
則
ち
心
正
し
か
ら
ざ
る
無
く
し
て
理
通
ぜ
ざ
る
無
し
。

　
学
の
大
端
唯
だ
此
れ
の
み
。
」
（
西
山
文
集
三
〇
、
問
人
之
所
以
為
学
心
与
理
而
己
）

　
と
こ
ろ
が
西
山
は
窮
理
の
方
向
に
は
強
く
進
ま
な
か
っ
た
。

　
「
性
は
即
ち
理
な
り
。
而
し
て
是
の
理
を
主
る
者
は
心
な
り
。
其
の
心
存
す
れ
ば
則
ち
其
の
理
存
す
0
2
。
」
（
伺
二
五
、
存
斎
記
）

　
「
酒
養
操
存
の
熟
す
れ
ば
、
心
と
理
と
一
の
み
」
（
大
学
彷
義
三
五
）

　
「
此
の
心
当
に
明
鑑
止
水
の
如
く
す
べ
く
し
て
、
槁
木
死
灰
の
如
く
す
べ
か
ら
ず
。
鑑
明
ら
か
水
止
ま
れ
ば
、
其
の
体
静
か
な
り
と
錐

　
も
、
論
れ
ど
も
以
て
物
を
量
る
べ
し
。
託
れ
静
中
に
動
を
耀
し
、
体
中
に
用
を
蔵
す
。
人
心
の
妙
正
に
極
れ
此
く
の
如
し
。
槁
木
の
生

　
ず
べ
か
ら
ず
、
死
灰
の
然
ゆ
べ
か
ら
ぎ
る
が
若
き
、
是
れ
乃
ち
・
無
用
の
物
な
り
。
人
の
心
有
る
、
衆
理
を
具
へ
て
万
事
に
応
ず
る
所
以

　
の
者
な
り
。
」
（
西
山
文
集
一
八
、
経
莚
講
義
）

　
お
よ
そ
体
が
あ
っ
て
後
用
が
あ
る
。
人
の
一
心
も
平
居
に
は
湛
然
虚
静
、
渾
然
た
る
一
理
で
偏
筒
す
る
こ
と
な
く
し
て
始
め
て
、
事
物

に
応
じ
た
時
に
差
直
す
る
こ
と
が
な
い
。
も
し
静
時
に
已
に
紛
擾
す
れ
ば
、
動
時
に
ど
う
し
て
節
に
中
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
周
子
の
主

静
、
甲
子
の
主
客
、
更
に
中
庸
の
学
費
吉
言
す
べ
て
こ
の
意
で
あ
る
（
西
山
文
集
三
〇
、
問
体
用
二
字
）
。
で
は
静
時
に
お
け
る
渾
然
一
理
、

明
鏡
止
水
の
心
が
発
動
し
た
時
に
必
ず
節
に
中
る
と
い
う
確
証
は
あ
る
の
か
。
格
物
致
知
に
よ
れ
ば
知
識
と
し
て
理
が
明
ら
か
と
な
り
、
一
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少
な
く
と
も
そ
の
知
ら
れ
た
理
に
関
し
て
は
違
う
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
心
の
霊
妙
さ
に
の
み
任
せ
て
、
衆
智
を
具
え
て
い
る
か
ら
必
ず

万
事
に
応
ず
る
、
と
簡
単
に
言
え
る
の
か
。
そ
こ
で
『
大
学
講
義
』
で
は
誠
意
正
心
で
敬
を
説
く
。
彼
の
言
葉
を
聞
い
て
み
る
と
、
こ
こ

で
は
君
主
に
対
し
て
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
天
地
の
災
異
は
我
が
身
の
放
蝉
を
戒
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
お
い
て
敬
し
む
。

君
主
と
人
民
と
の
関
係
は
心
と
身
体
が
相
帯
つ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
国
に
と
っ
て
民
は
木
に
お
け
る
根
と
同
じ
で
あ
る
。
か
つ
民
の

心
は
天
の
意
志
に
外
な
ら
な
い
。
民
情
の
盃
盤
が
ま
だ
著
れ
な
い
時
に
察
し
て
、
我
が
身
を
敬
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
情
の
怨
念
は

君
主
の
非
道
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
天
下
の
万
事
は
す
べ
て
我
が
一
心
に
居
つ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
敬
し
め
ぱ
事
は
立
つ
。
事

物
に
対
処
す
る
場
合
も
絡
む
（
大
学
彷
義
二
九
）
。
　
以
上
す
べ
て
対
象
が
あ
る
場
合
で
あ
る
が
、
困
難
な
の
は
独
処
。

　
「
入
の
常
情
、
祇
だ
群
居
に
敬
し
む
は
易
し
。
独
処
に
競
召
す
る
は
難
し
。
」
（
同
）

　
所
謂
慎
独
で
あ
っ
て
、
西
山
は
「
幽
暗
の
中
、
細
微
の
事
、
跡
未
だ
形
は
れ
ず
と
錐
も
、
而
れ
ど
も
己
れ
独
り
之
を
知
る
」
と
い
う
朱

子
の
説
を
継
承
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
敬
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
蓋
し
不
発
不
能
の
時
に
し
て
戒
催
す
る
者
は
敬
な
り
。
己
れ
独
り
知
る
所
、
人
未
だ
知
ら
ざ
る
所
の
時
に
し
て
慎
み
を
致
す
者
も
亦

　
た
敬
な
り
。
静
の
時
に
敬
せ
ざ
る
無
き
は
即
ち
申
を
致
す
所
以
、
等
時
に
敬
せ
ぎ
る
無
き
は
即
ち
和
を
致
す
所
以
な
り
。
…
…
静
時
に

　
は
此
を
以
て
酒
養
し
、
当
時
に
は
此
を
以
て
省
察
す
。
此
を
以
て
天
理
を
存
し
、
此
を
以
て
人
和
を
遇
む
。
工
夫
到
り
極
ま
る
処
、
即

　
ち
所
謂
中
を
致
し
和
を
致
し
、
自
然
に
天
地
位
し
万
物
育
す
。
」
（
大
学
術
義
＝
）

　
こ
れ
も
朱
子
の
『
中
庸
或
問
』
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
未
発
己
発
を
通
じ
て
敬
一
途
に
突
き
進
ん
で
い
く
姿
勢
が
見
ら
れ
よ
う
。

朱
子
の
敬
及
び
窮
理
の
功
夫
の
目
的
は
心
の
本
体
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
っ
た
。
西
山
の
場
合
は
そ
の
心
が
発
し
た
時
に
節
に
中
っ
て
和

を
実
現
す
る
に
あ
っ
た
。
朱
子
は
格
物
致
知
を
夢
覚
の
関
と
し
、
誠
意
を
善
悪
の
関
と
し
て
、
こ
の
二
関
を
過
ぎ
れ
ば
後
の
功
夫
は
易
い

と
言
っ
た
が
（
朱
子
毛
類
一
五
）
、
彼
に
と
っ
て
は
、
「
知
至
っ
て
書
意
誠
な
る
は
、
真
に
知
り
著
る
を
須
ち
て
工
め
て
能
く
意
を
誠
に
す
。

…
…
惟
だ
其
の
胸
中
了
然
と
し
て
路
径
葺
く
の
如
き
を
知
り
得
、
善
の
当
に
好
む
べ
く
、
悪
の
当
に
罷
む
べ
き
を
知
り
て
、
然
る
後
自
然

に
止
血
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
心
正
し
か
ら
ざ
る
を
得
ず
」
（
同
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
真
に
知
る
こ
と
の
一
点
に
功
夫
は
集
約
さ
れ
た
。

「
大
学
補
伝
」
で
既
に
硲
然
貫
通
が
説
か
れ
、
或
問
で
は
敬
が
持
ち
出
さ
れ
て
格
物
致
知
と
共
に
窮
極
の
功
夫
論
が
展
開
さ
れ
る
。
已
発

の
省
察
も
未
発
の
本
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
あ
っ
た
。
格
物
致
知
に
よ
っ
て
人
の
功
夫
は
行
き
着
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
西
山
に
お
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い
て
は
「
緊
要
全
く
此
の
両
節
（
格
物
致
知
・
誠
意
）
に
在
」
つ
た
。
未
発
の
中
が
い
か
に
保
た
れ
、
藥
然
た
る
条
理
が
整
っ
て
も
、
已
陰
張

に
省
察
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
意
の
幾
微
を
出
し
む
こ
と
こ
そ
西
山
に
と
っ
て
の
敬
の
功
夫
の
眼
目
で
あ
っ
た
偲
。

　
さ
て
敬
の
功
夫
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
心
の
本
体
が
仁
に
外
な
ら
な
い
。
宋
儒
が
み
た
仁
こ
そ
全
体
大
計
に
堪
え
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

仁
は
万
物
を
育
む
仁
愛
の
働
き
の
本
と
な
る
と
同
時
に
、
義
礼
智
に
分
か
れ
て
働
き
出
し
、
こ
こ
に
仁
愛
の
実
現
即
ち
大
昔
が
望
ま
れ
る

か
ら
で
あ
る
ω
。
西
山
が
黄
葉
斎
を
引
い
て
言
う
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
仁
を
天
の
生
意
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
え
る
㈹
。

　
「
天
地
の
大
徳
を
生
と
日
ふ
。
天
地
の
徳
た
る
所
以
、
其
の
全
体
を
語
り
て
其
の
大
用
を
極
む
れ
ば
、
生
と
日
ふ
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。

　
生
の
外
書
道
無
き
な
り
。
天
地
是
れ
を
以
て
心
と
為
す
。
故
に
其
の
仁
を
為
す
所
以
の
者
は
愛
罵
れ
な
り
。
…
…
蓋
し
響
く
と
し
て
生

　
意
に
非
ざ
る
無
き
な
り
。
其
の
静
か
な
る
に
方
り
て
は
、
則
ち
一
の
生
意
以
て
四
徳
を
包
む
に
足
れ
り
。
其
の
動
く
に
及
び
て
は
、
則

　
ち
一
の
生
意
以
て
四
端
を
貫
く
に
足
れ
り
。
則
ち
愛
の
理
二
心
の
徳
、
又
三
二
事
有
ら
ん
や
。
」
（
読
書
記
、
六
）

　
こ
の
仁
愛
の
実
現
の
た
め
に
重
視
さ
れ
る
の
が
孝
で
あ
る
。
孝
と
は
も
と
も
と
親
子
関
係
に
お
い
て
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

心
と
共
に
、
冬
罪
名
肩
、
尊
霊
農
省
と
い
っ
た
具
体
的
方
法
も
尽
く
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
体
大
開
の
考
え
方
で
あ
る
。
こ

の
孝
が
親
子
に
止
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
間
関
係
の
基
礎
に
な
っ
て
は
た
ら
き
出
す
の
で
あ
る
。

　
「
天
下
の
万
善
は
同
じ
く
一
号
に
出
づ
。
愛
敬
の
心
理
寓
し
て
見
は
る
。
之
を
親
に
施
せ
ば
即
ち
孝
と
日
ひ
、
之
を
言
書
に
施
せ
ば
則

　
ち
友
と
日
ふ
。
其
の
実
二
道
に
非
ず
。
曽
子
論
ず
、
君
に
事
へ
て
不
忠
、
友
に
交
は
り
て
不
信
な
ら
ば
、
皆
以
て
孝
に
非
ず
と
為
す
、

　
と
。
蓋
し
孝
者
の
心
慈
祥
側
恒
、
之
を
君
臣
朋
友
に
推
し
て
尽
く
さ
ざ
る
無
き
者
な
り
。
」
（
西
山
文
集
二
六
、
孝
友
堂
記
）

　
す
べ
て
一
つ
の
愛
敬
の
心
の
展
開
に
過
ぎ
ず
、
孝
が
基
本
と
な
る
。
父
と
子
は
天
合
、
君
と
臣
は
義
合
と
い
う
の
が
古
来
の
儒
教
の
原

理
と
な
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
㈹
、
西
山
に
よ
れ
ば
君
臣
関
係
も
親
子
関
係
と
同
じ
く
仁
愛
に
よ
る
結
び
つ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
親
に
事
へ
て
孝
な
ら
ば
、
則
ち
忠
、
君
に
移
す
べ
し
（
孝
経
の
琶
。
蓋
し
孝
と
は
忠
の
基
な
り
。
」
（
西
山
文
集
二
四
、
忠
孝
祠
記
）

　
家
と
国
と
い
う
現
実
に
は
性
格
の
違
う
二
つ
の
極
が
一
本
化
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
君
臣
の
名
分
は
あ
く
ま
で
厳
密
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
君
主
は
愛
敬
の
心
で
臣
下
に
待
す
る
、
こ
れ
を
礼
と
い
う
。
臣
下
は
誠
実
に
君
主
に
事
え
る
、
こ
れ
を
忠
と
い
う
。
義
合

せ
ざ
れ
ば
去
る
、
と
は
実
は
君
主
に
敬
畏
の
心
を
起
こ
さ
せ
る
と
い
う
、
君
主
を
愛
す
る
心
か
ら
出
た
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
君
主
は
臣

下
を
賓
客
と
し
、
友
と
し
、
臣
下
で
あ
る
こ
と
す
ら
忘
れ
て
同
胞
相
寄
り
従
う
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
君
臣
共
に
仁
愛
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つ

の
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
る
α
（
大
学
彷
義
一
〇
）
。
当
時
対
馬
政
策
に
悩
み
、
官
民
一
致
の
国
家
的
団
結
が
必
要

で
あ
っ
た
ろ
う
時
に
は
、
西
山
の
忠
孝
の
考
え
方
は
実
際
に
大
き
な
効
力
を
発
揮
し
得
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
大

学
玄
義
は
斉
家
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
家
と
国
・
天
下
は
同
じ
こ
と
。
家
が
斉
う
と
は
即
ち
治
国
・

天
平
下
の
実
現
を
意
味
す
る
。

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
西
山
の
心
を
重
ん
じ
る
傾
向
は
彼
が
陸
前
と
接
触
し
た
こ
と
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
α
。
西
山
は
楊
磁
極
に
初
め
て
見
え
た
時
、
富
貴
利

達
の
心
を
忘
れ
て
こ
そ
道
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
喩
さ
れ
る
（
西
山
文
集
三
五
、
慈
湖
先
生
行
述
）
。
で
は
西
山
は
慈
湖
を
ど
う
み
た
か
。

慈
湖
が
「
心
思
を
黙
し
、
感
情
を
廃
し
、
空
妙
を
談
じ
、
．
事
為
を
略
す
」
と
議
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
西
山
は
、
こ
の
四
者
が
す
べ
て
備

わ
っ
て
い
る
と
弁
じ
、
「
其
の
論
を
為
す
こ
と
至
っ
て
凶
悪
、
空
を
談
じ
妙
を
説
く
者
と
同
じ
か
ら
ず
。
而
し
て
当
世
の
務
め
に
干
て
、
．

討
論
区
画
、
諸
を
掌
に
指
す
が
若
し
。
又
事
為
を
脱
略
す
る
者
に
非
ざ
る
な
り
」
と
言
う
（
同
、
慈
一
介
語
）
。
又
、
本
心
直
心
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

す
る
か
ら
即
妙
で
な
い
と
説
く
。
陸
学
の
実
の
立
場
で
あ
る
O
。
し
か
し
朱
子
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
楊
敬
中
（
慈
湖
）
の
輩
の
如
き
は
墨

守
し
得
て
亦
た
好
し
。
若
し
肯
へ
て
窮
理
し
去
か
ば
、
須
ら
く
窮
め
得
て
分
明
な
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
官
肯
へ
て
読
書
せ
ず
、
只
一
己
の

私
見
に
任
ず
る
の
み
」
（
語
聾
一
二
四
）
と
。
存
養
に
よ
る
本
性
の
保
持
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
窮
理
し
な
い
た
め
に
現
実
に

は
事
物
に
対
処
で
き
な
く
な
る
ゆ
重
畳
言
為
に
よ
れ
ば
、
「
書
を
読
ま
ず
、
理
を
窮
め
ず
、
専
ら
打
坐
の
工
夫
を
徹
す
の
み
。
形
体
の
運

動
知
覚
な
る
者
を
求
め
て
以
て
妙
訣
と
な
す
。
又
聖
人
の
言
に
仮
託
し
、
釈
意
に
牽
毒
し
て
文
を
以
て
之
を
蓋
ふ
」
⇔
望
事
全
集
四
門
一
一
、

与
陳
寺
野
師
復
一
）
と
。
朱
子
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
必
ず
事
に
即
い
て
理
を
窮
め
、
理
に
よ
っ
て
事
を
成
就
す
る
と
い
う
、
理
趣
を
は
っ

き
り
分
け
た
上
で
相
即
さ
せ
る
手
つ
づ
き
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
始
め
て
聖
門
の
実
学
と
言
え
る
⑳
。
さ
て
西
山
は
言
う
。

　
「
骸
提
の
童
も
其
の
長
を
愛
す
る
を
知
ら
ざ
る
巻
き
な
り
。
其
の
兄
を
敬
ふ
を
知
ら
ざ
る
無
し
。
此
れ
即
ち
良
知
な
り
。
所
謂
本
然
の

　
知
な
り
。
然
れ
ど
も
此
の
良
知
有
り
と
錐
も
、
若
し
事
物
の
上
に
就
い
て
義
理
を
推
し
求
め
て
極
至
の
処
に
到
ら
ざ
れ
ば
、
亦
た
知
り

　
得
尽
く
す
に
縁
無
し
。
且
如
ば
親
に
事
ふ
る
に
当
に
孝
た
る
べ
し
と
知
る
と
錐
も
、
若
し
曽
て
孝
の
上
に
於
て
細
細
に
推
し
求
め
ざ
れ
’
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ば
、
未
だ
末
節
細
故
を
以
て
孝
と
為
す
を
免
れ
ず
。
…
…
大
抵
天
下
の
理
、
推
し
得
て
一
層
の
上
又
一
層
有
り
。
L
（
西
山
文
集
一
八
、
講

　
莚
進
読
手
記
）

　
こ
れ
こ
そ
至
貴
の
非
を
突
い
た
も
の
で
あ
る
。
孝
で
す
ら
陸
学
は
や
が
て
自
堕
落
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
ま
し
て
天
下
の
事
業
と
な
れ
ば
、

ど
う
し
て
そ
の
成
就
が
望
め
よ
う
か
。
西
山
は
朱
子
の
窮
理
を
捨
て
去
っ
た
の
で
は
な
い
。
慈
湖
の
調
馬
を
略
せ
ず
と
は
、
立
場
に
止
ま

る
も
の
で
あ
る
。
西
山
が
慈
湖
よ
り
心
の
存
養
の
点
で
受
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
し
て
も
陸
学
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。　
ま
た
西
山
に
は
仏
老
を
混
え
た
と
い
う
後
世
の
批
判
が
あ
る
。

　
「
真
西
山
は
一
代
の
大
儒
な
り
。
其
の
大
学
彷
義
は
深
く
天
下
万
世
に
功
有
り
。
懸
れ
ど
も
建
酷
祈
福
し
、
仏
に
事
へ
仙
に
事
ふ
る
は

　
又
何
の
説
そ
や
。
吾
れ
誠
に
之
が
解
を
為
す
能
は
ず
。
」
（
困
学
録
集
粋
五
）

　
事
実
西
山
は
仏
老
に
も
寛
容
な
態
度
を
と
る
。
二
氏
に
関
す
る
序
文
や
駿
文
も
少
な
く
な
い
。
釈
氏
は
必
ず
し
も
万
法
を
空
と
な
す
の

で
は
な
く
、
ま
た
真
実
心
地
を
本
に
し
て
人
倫
を
乱
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
も
い
る
（
西
山
文
集
二
八
、
送
高
上
事
序
）
。
老
荘
に

お
い
て
も
、
百
家
の
学
も
惟
だ
老
氏
だ
け
が
該
ね
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
言
は
理
に
近
い
。
清
静
慈
倹
は
老
氏
の
長
ず
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
曹
参
や
出
撃
は
こ
れ
に
よ
っ
て
実
際
に
功
業
を
あ
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
孔
子
の
道
を
用
い
た
な
ら
ば
、
成
功
は
よ
り
以

上
の
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
老
氏
の
無
為
無
欲
は
万
物
の
表
に
超
然
と
し
て
お
り
、
荘
周
も
千
金
の
聰
、
三
公
の
位
に
挽
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
後
世
の
清
談
の
弊
や
晋
よ
り
梁
に
至
る
ま
で
の
乱
亡
は
、
す
べ
て
老
荘
を
学
ん
で
こ
れ
を
失
し
た
罪
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
本
を
推
察
す
れ
ば
ま
た
老
荘
の
罪
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
大
学
劇
臭
一
三
）
。
こ
の
よ
う
に
西
山
は
言
う
。
里
馬
で
も
認

め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
認
め
る
。
で
は
そ
の
罪
と
は
、

　
「
儒
者
の
存
有
り
、
前
言
の
存
有
り
。
儒
者
の
存
は
吾
の
実
理
を
存
す
る
な
り
。
而
る
に
老
氏
の
説
為
る
則
ち
曰
く
、
綿
綿
と
し

　
て
存
す
る
が
若
く
、
之
を
用
ひ
て
窮
ま
ら
ず
、
と
。
其
の
末
流
又
所
謂
存
想
の
法
有
り
。
則
ち
皆
気
を
以
て
本
と
為
し
て
理
を
主
と
す

　
る
に
非
ず
。
」
（
西
山
文
集
二
五
、
存
斎
記
）

　
儒
学
は
あ
く
ま
で
天
理
に
よ
る
実
学
で
あ
る
。
「
天
の
物
を
生
ず
る
、
一
の
実
に
非
ざ
る
無
し
。
理
の
人
に
存
す
る
も
亦
た
一
の
実
に

非
ざ
る
無
し
」
（
大
学
彷
義
一
三
）
。
こ
こ
に
於
て
儒
と
仏
説
之
は
厳
然
と
区
別
さ
れ
る
。
根
本
的
な
立
脚
点
の
違
い
で
あ
る
。
西
山
は
儒
釈
．
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の
弁
に
お
い
て
も
朱
子
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
全
体
盗
用
の
思
想
は
、
仏
事
の
虚
無
の
立
場
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る

⑳
。
仏
老
は
決
し
て
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
具
体
的
な
儒
教
倫
理
に
の
み
し
が
み
つ
く
こ
と
は
、
逆
に
全
体
下
用

の
広
い
立
場
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
西
山
の
寛
容
な
態
度
は
全
体
大
福
の
思
想
家
に
し
て
み
れ
ば
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　
以
上
西
山
思
想
の
特
徴
を
み
て
き
た
わ
け
だ
が
、
彼
が
全
体
と
し
て
の
心
を
重
ん
じ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
朱

子
の
全
体
は
虚
に
加
え
て
衆
理
を
具
え
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
は
た
ら
き
出
し
た
時
に
あ
ら
ゆ
る
現
実
問
題
を
処
理
し

て
農
用
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
朱
子
は
そ
の
た
め
に
生
涯
義
理
の
窮
明
に
打
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
西
山
の
場
合
、
虚
に
し
て
衆
理
を

具
え
た
心
の
全
体
性
を
そ
の
ま
ま
黙
諾
す
る
方
向
を
執
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
養
わ
れ
た
心
に
更
に
発
動
時
に
お
い
て
省
察
を
加
え
れ
ば
必

ず
節
に
中
る
、
と
い
う
の
が
彼
の
信
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
居
敬
の
立
場
で
あ
る
。
で
は
西
山
は
大
病
の
面
に
不

充
分
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
山
が
地
方
に
任
官
し
た
時
に
は
、
税
金
を
軽
く
し
て
外
国
船
の
入
港
を
盛
ん
に
し
た
り
、

海
賊
の
乱
に
は
自
ら
方
略
を
授
け
て
平
定
す
る
な
ど
の
功
績
を
あ
げ
た
。
直
話
鐘
に
は
荒
政
を
講
じ
、
倉
康
を
開
い
て
配
給
し
た
が
、
事

を
終
え
て
帰
る
西
山
に
対
し
、
百
姓
数
千
人
が
見
送
り
な
が
ら
路
傍
の
餓
死
者
の
墓
を
指
差
し
て
、
「
公
子
か
り
せ
ば
、
我
輩
已
に
相
随

ひ
て
此
に
入
ら
ん
」
と
言
っ
た
と
い
う
（
宋
史
本
伝
）
。
こ
れ
ら
を
見
れ
ば
西
山
が
仁
愛
に
基
づ
い
た
大
用
を
実
現
さ
せ
て
い
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
西
山
の
心
に
は
朱
子
の
理
が
具
っ
て
い
た
の
で
あ
り
伽
、
そ
の
実
現
方
法
と
し
て
敬
に
傾
い
た
の
で
あ
る
。
な
ら
ば

朱
子
学
内
部
で
の
ゆ
れ
が
生
じ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
決
し
て
朱
子
学
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
言
え

る
。
ま
た
政
治
家
と
し
て
の
西
山
は
自
分
の
学
問
（
朱
子
学
）
を
社
会
に
実
現
ざ
せ
る
た
め
に
、
自
然
に
心
学
の
持
つ
現
実
的
、
活
動
的
な

力
に
も
頼
る
方
向
に
傾
い
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
愛
敬
を
強
調
す
る
く
だ
り
に
陸
学
と
の
類
似
を
み
る
の
為
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
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〔
注
〕

ω
　
彼
が
『
大
学
彷
義
』
を
上
進
し
た
端
黒
元
年
（
一
二
一
二
四
）
に
は
、
朱
子
の
高
弟
、
音
響
斎
や
陳
北
爆
は
既
に
亡
く
、
魏
鶴
山
ら
と
共
に
朱
子

　
学
を
支
え
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。
又
、
朱
子
が
孔
子
廟
に
従
祀
さ
れ
、
正
式
に
朱
子
学
の
公
認
が
成
る
の
は
、
後
れ
て
淳
祐
元
年
（
一
二
四
一
）

　
の
こ
と
で
あ
る
。

働
　
四
庫
全
書
総
目
提
要
に
は
「
先
づ
其
の
治
平
に
妨
げ
有
る
者
を
去
り
て
以
て
治
平
の
基
と
為
す
。
故
に
大
学
の
八
条
目
、
僅
か
に
其
の
六
を
挙

　
ぐ
る
の
み
。
然
れ
ど
も
古
よ
り
帝
王
、
本
を
正
し
源
を
澄
ま
す
の
道
、
実
に
亦
た
此
に
外
な
ら
ず
」
と
言
う
。

㈲
　
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
楠
本
正
継
氏
の
「
全
体
大
白
の
思
想
」
　
（
『
楠
本
正
継
先
生
中
国
哲
学
研
究
』
所
収
）
及
び
『
宋
明
時
代
儒
学

　
思
想
の
研
究
』
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
も
両
書
よ
り
多
大
の
教
え
を
受
け
て
い
る
。

ω
　
楠
本
前
論
文
参
照
。

㈲
　
中
と
は
理
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
　
「
性
の
徳
を
状
す
る
所
以
」
　
（
大
学
或
問
）
で
あ
る
。

㈲
　
「
中
と
日
ひ
、
仁
と
日
ひ
、
誠
と
日
ふ
は
皇
道
の
全
体
、
是
の
三
者
果
た
し
て
一
な
る
か
。
臣
（
西
山
）
嘗
て
之
を
論
ず
、
中
な
る
者
は
其
の

　
天
理
の
正
を
以
て
し
て
負
事
す
る
所
無
き
な
り
。
別
な
る
者
は
其
の
天
理
の
公
を
以
て
し
て
私
欲
に
蔽
は
れ
ざ
る
な
り
。
誠
な
る
者
は
其
の
天
理

　
の
実
を
以
て
し
て
雑
る
に
偽
妄
を
以
て
せ
ざ
る
な
り
。
回
り
て
言
う
所
の
者
同
じ
か
ら
ず
と
錐
も
、
曇
れ
ど
も
其
の
道
は
一
の
み
。
…
…
中
な
れ

　
ば
則
ち
不
誠
無
し
。
彼
の
高
く
し
て
空
虚
に
溺
れ
、
卑
く
し
て
功
利
に
陥
る
者
、
焉
く
ん
ぞ
中
有
ら
ん
…
…
」
（
大
学
彷
義
＝
二
）
と
も
言
う
。

ω
　
楠
本
前
書
、
伊
川
の
部
参
照
。

㈲
　
南
軒
の
語
、
正
し
く
は
「
為
に
す
る
所
無
く
し
て
然
る
者
」
　
「
為
に
す
る
所
有
り
て
然
る
者
」
で
あ
る
（
孟
子
講
義
序
）
。
朱
子
は
こ
れ
を
「
其

　
の
語
意
の
深
切
、
蓋
し
前
賢
未
だ
発
せ
ざ
る
所
の
者
」
と
絶
賛
し
た
。

㈲
　
　
『
近
世
漢
籍
叢
刊
三
篇
』
　
「
心
経
附
注
」
の
解
題
（
荒
木
見
悟
氏
）
及
び
『
王
陽
明
全
集
』
　
（
明
徳
出
版
）
第
一
巻
の
「
語
録
」
の
解
説
（
大

　
西
晴
隆
氏
）
参
照
。

㈹
　
陸
象
山
の
意
見
も
認
め
る
。
「
陸
子
静
云
ふ
、
舜
若
し
人
吉
を
以
て
全
く
好
か
ら
ず
と
為
さ
ば
、
則
ち
須
ら
く
人
を
し
て
之
を
去
ら
し
む
べ
し
。

　
今
只
だ
危
と
説
く
は
、
象
り
て
安
と
為
す
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。
精
と
言
ふ
は
其
の
精
察
し
て
雑
な
る
所
と
為
さ
ざ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
、
と
。

　
此
の
言
も
亦
是
な
り
」
　
（
読
書
記
三
）
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ω
　
朱
子
も
同
じ
よ
う
に
言
う
。
　
（
朱
子
語
類
七
八
）

働
　
程
朱
も
同
じ
発
言
を
す
る
。
　
「
酒
養
之
を
久
し
く
す
れ
ば
、
自
然
に
天
理
明
ら
か
凶
　
（
三
差
全
書
一
六
）
h
人
能
く
敬
を
存
し
得
れ
ば
、
則
ち

　
吾
が
心
湛
然
、
天
理
藥
然
、
一
分
の
力
を
着
く
る
処
無
く
、
一
、
分
の
力
を
着
け
ざ
る
処
無
し
己
　
（
朱
子
語
類
一
二
）
な
ら
ば
存
養
一
途
に
進
む
こ

　
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
楠
本
前
書
、
伊
川
の
部
参
照
。

㈲
　
野
馳
山
は
『
大
学
彷
定
窯
』
に
お
い
．
て
「
審
幾
微
」
の
目
を
特
に
補
っ
て
い
る
が
、
西
山
の
『
大
学
宗
義
』
に
こ
の
点
で
欠
け
た
と
こ
ろ
が
あ

　
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
　
『
大
学
彷
義
』
の
継
承
発
展
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ω
　
楠
本
前
論
文
参
照
。

0
5
@
同
参
照
。

㈹
　
　
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
　
（
島
田
度
次
氏
）
第
一
章
二
参
照
。

㈲
　
こ
の
よ
し
つ
な
仁
愛
の
立
場
は
、
張
横
渠
の
「
西
銘
」
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
　
『
道
一
篇
』
の
著
者
程
敏
政
は
『
心
経
』
に
注
を
附
し
、
心
学
の
も
と
に
朱
陸
を
合
一
し
よ
う
と
し
た
。
西
山
に
已
に
朱
陸
異
同
論
を
導
き
出

　
す
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
楠
本
前
論
文
、
荒
木
前
解
題
、
大
西
前
解
説
及
び
岡
田
武
彦
氏
の
「
朱
華
華
異
論
と
居
敬

　
説
」
　
（
『
中
国
思
想
に
お
け
る
理
想
と
現
実
』
所
収
）
参
照
。

㈲
　
楠
本
前
書
、
象
山
の
部
参
照
。

励
　
同
、
北
渓
の
部
参
照
。
又
、
　
『
大
学
術
義
』
　
（
一
二
）
に
は
『
中
庸
』
の
「
誠
白
物
之
終
始
…
…
」
に
お
い
て
朱
子
の
『
甲
庸
或
問
』
の
説

　
を
引
く
が
、
こ
こ
で
朱
子
は
誠
を
理
の
実
と
心
の
実
の
両
面
か
ら
説
く
の
に
対
し
、
西
山
は
心
の
実
の
面
に
し
か
解
説
を
加
え
て
い
な
い
。
こ
う

　
い
う
と
こ
ろ
に
も
心
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
表
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

⑳
　
楠
本
前
論
文
参
照
。

吻
　
た
だ
そ
の
具
体
的
方
法
に
朱
子
ほ
ど
の
精
緻
さ
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
。
楠
本
前
書
、
朱
子
の
部
参
照
。
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